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栃木県における土地利用型経営体の経営改善や効率化を目指した 

スマート農業の推進について 

 

１ スマート農業とちぎ推進方針について 

１ 策定の趣旨 

⚫ 農業者の高齢化に伴う担い手の減少や労働力不足が進展 

⚫ こうした課題解決に向け、スマート農業の重要性や可能性が拡大 

⚫ 農業者からは、期待の一方で、技術の選定や導入コスト（費用対効果）などについて不安の声 

 

 

 

２ 推進上の課題 

（１） 費用対効果･･･スマート農業機器の導入経費が高額、技術開発のスピードが速く投資時期が難しい 

（２） 人材の育成･･･地域の指導者や普及指導員に対する研修が不十分、ITリテラシーに格差 

（３） 生産基盤･･･効果を発揮できる生産基盤が整っていない、ほ場の分散 

 

３ 目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

４ 推進方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6(2024)年 6月 25日 

安足地方スマート農業研修会資料 

栃木県農政部経営技術課技術指導班 

（令和 3(2021)年 3月策定） 

 

 
これまで進めてきたスマート農業の現状と課題を整理し、 

今後の方針を示す 

 

 

１ 作物の能力を最大限に発揮させる高度な施設園芸の展開 

２ ほ場整備が進み大区画化した水田を活用した大規模農業の実現 

３ 省力及び精密化で競争力の高い畜産経営のの実現 

４ 中山間地域の条件不利地における持続的農業の実現 

５ 新たな広域営農システムの展開 

６ データ活用した誰もが取り組みやすい農業の実現 

 普及啓発 

最新技術の情報や全国の先進的な取組事例の提供 
経営状況に応じた技術の導入のための学ぶ場の提供 

 推進体制の整備 

①人材の育成 

・様々な支援ができる普及指導員の育成 

・教育や試験研究機関と連携した農業学習の充実 

②相談体制の充実 

・農振事務所におけるワンストップ相談窓口の設置 

・スマート農業を一元的に推進するための体制強化 

 現場導入の支援 

①導入コストの低減 

・農業者に対する導入コスト低減等の提案 

・農業支援サービス事業体の育成支援 

②技術開発・実証 

・本県の実情に即した技術の開発・実証 

・ICT 機器を活用した飼養管理技術の開発 

③生産基盤の整備 

・基盤整備事業における技術導入指針の作成 

資料１ 
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【県内導入状況】 
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● 農業用ドローンの活用方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


